
○市街地が密集している御殿山排水区では、かつて局地的な豪雨により床上浸水11戸、床下浸水53戸の被害が発生。
○平成14年から事業に着手し、平成28年に供用開始した御殿山雨水幹線の沿線では、観測史上最大の豪雨でも、浸水面積
が減少し、浸水被害の軽減が図られた。

浸水対策に関する効果事例 新潟県上越市

1.対象区域図 ２.浸水実績図による浸水対策効果の検証関川
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○大府市内では、 平成12年の東海豪雨によ り 大規模な浸水被害が発生。 平成25年８ 月の集中豪雨では、 川池排水区におい
ても 床下浸水4戸、 道路冠水等が発生。

○下水道事業と し ては、 平成26年度に計画降雨強度を5年確率降雨（ 50㎜/hr） から 10年確率降雨（ 63㎜/hr） へ事業計画を
変更し 、 「 川池バイ パス 水路」 等の雨水対策施設を整備。

○令和元年度の台風19号などで効果を発揮し 、 浸水被害の発生を防止・ 軽減。

浸水対策の効果事例 愛知県大府市
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平成12年 平成16年 平成21年 平成23年 平成25年 平成29年 平成30年 令和元年

9月11日 10月20日 10月7日 9月20日 8月6日 10月22日 9月4日 10月12日

東海豪雨 台風23号 台風18号 台風15号 集中豪雨 台風21号 台風21号 台風19号

時間最大雨量
（ミリ/時）

83.0 13.5 48.5 21.0 84.5 30.5 14.0 14.5

日総雨量
（ミリ/日）

609.0 96.0 158.0 106.5 207.5 205.5 53.0 124.5
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施設完成後大きな浸水被害なし

平成29~30年度供用開始

凡例 ：排水区域 ：川池バイパス水路等 ：対象幹線 ：浸水エリア
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川池ﾊﾞｲﾊﾟｽ水路

川池ちびっ子広場調整池

浸水対策施設整備により、浸水被害の発生を軽減

川池ﾊﾞｲﾊﾟｽ水路
（直径1.0~ 1.2ｍ、延長0.5ｋｍ）

(平成30年度供用開始)

川池ちびっ子広場調整池
（貯留量：600 ）

(平成29年度供用開始)
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都市浸水対策の効果事例（令和2年7月豪雨）

○合流式下水道で整備している中心市街地において１時間20mm程度の雨で浸水が発生。
○広島市は、10年確率計画降雨53mmに対応するため、「旭町雨水２号幹線」等の整備を推進。
○平成30年度からは「防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策」として、対策を更に加速し、
令和2年3月に旭町地区の対策の一部を完了したところ。

○令和2年7月豪雨（時間最大降雨34.5mm）で効果を発揮し、浸水被害の発生を防止・軽減。

広島県広島市

旭町雨水２号幹線の整備効果 【整備前の浸水シミュレーション
（計画雨量53mmで検証）】

旭町雨水２号幹線の整備により、
浸水被害範囲が大幅に減少！

県立広島
病院

広島大学
付属高校

南区役所

旭町雨水2号幹線

宇品雨水
１号幹線
（整備済）

旭町雨水2号
幹線による浸
水解消エリア

0-20㎝

20-50㎝

50-100㎝

凡例（浸水深）

過去に浸水
の通報が

あった箇所

施設名称 ：旭町雨水2号幹線
口径・延長 ：Φ1,800mm、L=830m

整備概要

▼ 整備効果

H17.7.1
時間最大降雨34mm/h

R2.7.6
時間最大降雨34.5mm/h

（整備前） （整備後）



○本市では、平成5年の時間雨量66ｍｍの大雨により、大規模な浸水被害が発生し、地域の主要な道路とその周辺において長時間通行
止めとなるなど、市民生活に大きな打撃となった。その浸水被害を低減するため、平成6年から「朝ヶ谷雨水幹線」の整備に着手し、平
成16年に完成した。

○この朝ヶ谷雨水幹線の供用開始により、平成17年に発生した時間雨量77mmの大雨では、浸水被害はなかった。
整備後も計画時間雨量を超える降雨が発生しているが、浸水被害が発生しないなど事業効果が発揮されている。
なお本市の雨水対策は、５年確率：時間雨量76ｍｍ対応で事業計画を策定し、整備を進めている。

○平成27年9月 時間雨量92mmの大雨（レーダー解析：時間雨量120ｍｍ）でも、道路冠水が30分という短時間で解消され、通行止時間
が大幅に減少。 ※通行止時間：約4時間（平成5年） ⇒  約30分（平成27年）

○平成30年7月 平成27年と同程度の豪雨（時間雨量90.5mm）となったが、前後にまとまった降雨がなかったため、浸水・冠水被害は発生
しなかった。

○令和元年10月 5時間雨量49.5mm, 12.5mm, 25.5mm, 73.0mm, 37.5mmの豪雨（レーダー解析：時間雨量120mm）でも、市街地で浸水・冠
水被害は発生していない。

総合病院

ショッピングセンター

商業施設区域

整備前

浸水冠水
被害なし

総合病院

ショッピングセンター

商業施設区域

朝ヶ 谷雨水幹線

○管径
2 ,8 0 0 m m

3 ,0 0 0 m m
○延長

Ｌ ＝1 ,0 3 0 m
○総事業費

2 7 億1 千万円

整備後

●平成 5年7月（ 時間最大雨量:66m m ） ●平成17年9月（ 時間最大雨量:77m m ）

☆浸水面積:9 .8 h a
☆通行止時間:約4時間

須崎市公共下水道事業（ 雨水） の事業効果
浸水に強いま ちづく り が、 地域の安心と にぎわいを支える

高知県須崎市



○住宅密集地である 太宰府市国分地区では、 平成15年の集中豪雨で甚大な被害が発生。
○道路拡幅工事に合わせ、 浸水対策事業と し て、 10年に1回程度降る 非常に激し い雨（ 1時間降雨量63. 5mm相当） に対応で

き る よ う 、 雨水排水施設（ ボッ ク ス カルバート 1800×1800等） を整備
→令和元年7月豪雨（ 時間最大73mm、 総雨量102mm） では、 当該地区の床上・ 床下浸水被害の報告は0件。

令和元年7月豪雨における 浸水対策の効果事例 福岡県太宰府市

平成26年度の供用開始以降浸水被害は
発生しておらず、本事業は当地区の浸水
被害軽減に大きく寄与している。

太宰府IC
対象区域
（18.4ha）

対象区域図 施工状況

施工後

平成15年被害状況

浸水被害発生状況

全壊 半壊 一部損壊 床上浸水 床下浸水

15 15 8

248

119

0 0 8 15 17
0 0 0 0 0

平成15年度

平成21年度

令和元年度



○福岡県那珂川市の下片縄地区において、 近年の局地的集中豪雨によ り 道路が冠水し 、 通行でき ない状況が発生
○対象地区の雨水枝線を整備( 43. 9mm/h→52. 2mm/h)
○整備済み箇所においては、 平成30年7月の九州北部豪雨での浸水被害の発生を 軽減

下片縄地区雨水枝線浸水対策工事の効果事例 福岡県那珂川市

整備完了箇所
整備予定箇所
浸水箇所

整
備
状
況

整備前
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水
状
況

効
果

整備箇所は52. 2mm/hの降雨ま で対応可能
と なり 、 浸水被害を 大幅に軽減

整備後

300mm×300mm～450mm×450mm 600mm×500mm～700mm×600mm

Φ700mmの放流口を 新設

N

φ700mm

平成27年9月17日の降
雨によ り 冠水
( 10分間で14. 5mm)

冠水写真



道路冠水被害が軽減

○八代市の麦島排水区（ 147ha） では、 台風及び大雨によ り 道路冠水が発生。
○平成12年度に麦島雨水幹線の整備開始、 平成21年度に完了。
○整備後の大雨、 台風によ る 道路冠水によ る 被害の発生を防止・ 軽減。

雨水幹線整備の効果事例 熊本県八代市

南川

球磨川

前川

南川

球磨川

前川
P

麦島ポンプ場

麦島雨水幹線

整 備 状 況

凡例 ：雨水幹線 ：排水区 ：浸水エリア

道路冠水状況

整備後

H09.7撮影



○延岡市野田町・ 大貫町（ 西階排水区） では、 過去に何度も 浸水・ 冠水被害が発生。 多く の官公庁施設等にも 影響。
○国が野田樋門を 再築する タ イ ミ ングにあわせ、 県と 市が西階第６ 雨水幹線の流末を野田樋門へ接続。
○野田町から 大貫町ま で流れていた雨水を上流でカッ ト でき 、 野田町・ 大貫町と も に浸水・ 冠水リ ス ク が大幅に低減。

国・ 県・ 市連携によ り 実現し た上流域の雨水カッ ト で浸水リ ス ク 低減! ! 宮崎県延岡市

野田樋門（ 国施工）
野田口樋門

（ 将来計画）
浸水エリ ア

野田町

延岡市

大貫町における
シミ ュレーション（30 年確率）結果

整備前

浸水深：52cm
整備後

浸水深：28cm

浸水エリ ア

雨水をカッ ト
する エリ ア

大貫町

五ヶ 瀬川

合同庁舎付近冠水
( 平成17年9月6日)

河川国道事務所前冠水
( 平成24年8月28日)

市民
体育館
●

河川国道 ●
事務所

●延岡小学校

消防署●

合同
庁舎
●

● 保健所



快適な生活基盤づく り の推進（ 冠水対策）
○国道220号バイパス、国道269号が交差する鹿屋市札元地区においては、豪雨による道路冠水、車輌、歩行者の

交通障害がたびたび発生。
○平成19年度から実施した王子雨水幹線整備により、全長約1,380mの区間においてボックスカルバートを道路下

に布設。雨水を速やかに排除することで浸水リスクが大幅に軽減！枝線整備でさらなる効果が！
○浸水安全度の向上により定住志向が高まり、札元地区の世帯数、地域人口が増加し、まちが躍動！

安全で暮らしやすいまち、未来につながる住みよいまちに！

鹿 屋 市

整備前 H26.6
34.5mm／ｈ

過去の道路冠水状況

歩道まで冠水！
通学路の安全性が確保できない 整備後 H28.7

43mm／ｈ

雨水幹線整備後状況

解消

( m) H19冠水延長 H30冠水延長

約3,570m

約720m

冠水する道路延長が減少！

まちの声
・整備さ れた道路は雨水が溢れなく なって車も通りやすく なった
・豪雨時でも 安心して歩道を歩けるよう になった。

過去の道路冠水状況

道路冠水延長

人間と同じくらいの大きな
ボックスカルバートを道路

の下につないでいます

ボックスカルバート工

全長約 １，３８０ｍ
断面は最大2.2m×2.2m！

H19年３ 月

世帯数と地域人口

22%
増

32%
増

1,5 93
世帯

2,1 06
世帯

3,799人

4 ,638人

H31年2月

住みやすさ の向上により定住志向の世帯が増加！



浸水被害状況（柴引・麓地区） H18.7月

浸水被害状況（上知識地区） H23.7月

○出水市内の上知識地区、 柴引・ 麓地区については、 平成９ 年から １ ８ 年、 ２ ３ 年と 頻繁に浸水被害が発生し ており 、 雨
水対策が喫緊の課題であった。

○年次的に雨水渠の整備を行う こ と で、 異常気象時の雨水排水が円滑に行われる よ う になり 、 整備前よ り 浸水被害が軽減
さ れた。 今後、 さ ら に整備を進める こ と で市民生活の安心、 安全を確保し たい。

浸水対策の効果事例 鹿児島県出水市



鹿児島県喜界町都市浸水対策の効果事例（平成29年豪雨災害）

○鹿児島県喜界町では、平成９年度に公共下水道（雨水）４地区が概成（１５０ha)

○平成２９年９月4日の豪雨災害などにおいて効果を発揮し、浸水被害の発生を防止・軽減
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対策実施に伴い、浸水被害を大幅に軽減
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降水量（mm） ○最大105.5mm/ｈの豪雨を記録

○事業計画区域内での浸水被害なし

○事業計画区域外では多数の浸水被害あり

事業計画区域外での被害状況

早町郵便局前 坂嶺生活館 浸水被害




